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   大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 
    第４期中期計画に係る自己点検・評価結果(令和 6年度) 

令和 7 年７月 

１．人間文化研究機構の設立の経緯と目的 

大学共同利用機関法人人間文化研究機構（以下、「機構」という。）は、人間文化研究を推進する大学共
同利用機関を支え、さらなる発展を図る法人として、平成 16年に設置されました。現在の構成機関は、
国立歴史民俗博物館（歴博）、国文学研究資料館（国文研）、国立国語研究所（国語研）、国際日本文化研
究センター（日文研）、総合地球環境学研究所（地球研）、国立民族学博物館（民博）です。 
これら 6つの機関は、それぞれの研究分野における国際的な中核研究拠点として、国内外の大学等研究

機関、研究者と連携して、基盤的研究及び学際的研究の推進を目的としています。機構は、機構内の機関
や機構外の大学等をつなぎ、人間文化研究に関する唯一の大学共同利用機関法人として、研究資源の構築、
実証的研究、理論的研究を進めるとともに、自然科学との連携も含めた新しい研究領域の創成を目指し、
人間文化に関わる総合的学術研究・発信に取り組んでいます。 

２．第４期中期計画に係る自己点検・評価の概要 

機構においては、「人間文化研究機構における評価大綱（令和４年６月８日改定 機構長裁定）」の趣旨
を踏まえ、機構の諸活動について、不断の自己点検・評価を行い、併せて機構外有識者による外部評価を
実施し、その結果を公表するとともに、それに基づいた改善を図ることとしています。また、「大学共同
利用機関法人の第３期中期目標期間終了時における組織及び業務全般の見直しについて（令和３年７月２
日 文部科学大臣決定）」においては、大学共同利用機関法人中期目標大綱及びそれに基づく各法人の中
期目標・中期計画に基づいて自己点検・評価の実施及び公表を行うことが求められています。 
 これらのことを踏まえ、第４期中期計画に関して、令和 6年度における進捗状況の確認及び自己点検・
評価を実施したため、その結果を公表するものです。 

３．評価実施方法 

第４期中期計画に定めた個別の計画の実施状況に係る自己点検を行い、機構に設置する人間文化研究機
構評価委員会（以下、「機構評価委員会」という。）において以下の評点を付与しました。 

Ａ）中期計画を実施し、特に優れた実績を上げている。 
Ｂ）中期計画を実施し、優れた実績を上げている。 
Ｃ）中期計画を実施している。 
Ｄ）中期計画を十分に実施しているとはいえない。 
Ｅ）中期計画の実施が進んでいない。 

なお、評点の付与にあたっては、中期計画ごとに定められた評価指標の達成状況のほか、計画達成に向
けた取り組みの状況等を確認し、総合的な判定を行っています。 
また、機構評価委員会において実施した評価の過程と結果について、機構外の有識者で構成される外部

評価委員会において報告し、助言を受けました。 
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４．全体の状況 ：中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

第 4 期中期目標・中期計画の 3 年度目にあたる令和 6 年度は、前年度に引き続いて、人間文化研究機
構（以下、人文機構）の業務は、ほぼ予定どおり進捗したと認識しています。共同利用・共同研究、教育・
人材育成、および社会共創をはじめとする、教育研究のすべての分野において、事業は順調に進展してい
ます。とりわけ、「日本文学分野における基幹研究の推進」（計画（2））、「地球環境学分野における基幹研
究の推進」（計画（5））、「文化人類学分野における基幹研究の推進」（計画（6））、「データ駆動型サイエン
ス・オープンサイエンスの基盤整備」（計画（9））、「博物館機能を活用した『開かれた人間文化研究を目
指した社会共創コミュニケーションの構築』の推進」（計画（10））、「大学教育への貢献」（計画（18））、
「若手研究者の育成」（計画（20））の 7計画は、評価指標の評点が高く、顕著な実績をあげたとして A評
価としました（5段階評価）。また、業務運営の改善等の分野においても、「大学共同利用機関の開かれた
運営の推進」（計画（23））について評価指標の評点が高く、顕著な実績をあげたとして A 評価としまし
た。その他、財務内容改善、点検・評価・情報提供、その他業務運営に係わる計画についても、各計画に
かかる取組みを順調に実施しています。 
全部で 30ある計画のうち、A 評価は 8、B評価は 14となっています。前年度に比べて、A 評価及び B

評価の件数は増加しました。全部で 65 設定している評価指標については、A が 34、B が 30 となりまし
た。令和 7年度以降も、中期目標・中期計画の達成が、本機構の特色と強みを生かすことにつながり、ひ
いてはそのミッションを十全に果たすことになるよう、機構全体として取り組んでゆく所存です。 

理事（研究、評価、教育担当） 栗本英世 

５．評価結果 
＜評点付与状況一覧＞      ※複数の項目に該当する計画があるため、合計数は計画数の 30と合致しない。 

評点 
Ⅰ 教育研究 Ⅱ 業務運営 

の改善等 
Ⅲ 財務内容 

改善 
Ⅳ 点検・評価 
・情報提供 

Ⅴ その他 
業務運営 研究 共同利用・ 

共同研究 
教育・ 
人材育成 社会共創 

A 3 2 2 0 1 0 0 0 

B 4 6 0 1 2 1 2 0 

C 0 3 1 1 1 1 0 1 

D 0 0 0 0 0 0 0 0 

E 0 0 0 0 0 0 0 0 
Ａ）中期計画を実施し、特に優れた実績を上げている。 
Ｂ）中期計画を実施し、優れた実績を上げている。 
Ｃ）中期計画を実施している。 
Ｄ）中期計画を十分に実施しているとはいえない。 
Ｅ）中期計画の実施が進んでいない。 
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＜計画ごとの評価結果＞ 
Ⅰ 教育研究の質の向上に関する事項 
１ 研究 

中期目標（１） 
各分野の特性を踏まえつつ、学術的又は社会的な要請を踏まえた学術研究を戦略的に推進し、その卓越性を強化す

る。時代の変化にかかわらず、継承・発展すべき学問分野に対して必要な資源を確保する。  
計画（１）日本の歴史・文化の分野における基幹研究の推進（国立歴史民俗博物館） 
日本の歴史文化に関する「資源」「研究」「展示」の３つの機能を有機的に連携させる「博物館型研究統合」の理念

のもと、歴史文化研究に基づくオープンな日本の歴史資料基盤構築に関する研究を実施し、歴史、考古、民俗、自然
科学などに基づく資料データの横断的な統合をより促進させ、研究資源を一体的に公開・共有し、広くオープンサイ
エンスに寄与する。また、学術的かつ社会的な要請を踏まえた共同研究を公募とし、国内外の大学等研究機関と連携
しながら実施することにより、日本における歴史文化研究の拠点性をより高めるとともに、開かれた人間文化研究を
推進する。 

評価指標 

[1] 日本の歴史・文化の分野におけるオープンサイエンスに寄与する研究データを、第３期に構
築した総合資料学情報基盤システム（khirin)を活用して、第４期中に新たに 10 件公開する。 
[2] 第４期中に日本の歴史・文化の分野におけるオープンサイエンスに寄与する研究にかかわる
査読付国際会議発表を 25 回、国際シンポジウムを５回以上開催する。 
[3] 過半数の外部委員６人以上を含む運営会議共同研究委員会を第４期中に 18 回開催し、共同研
究（新規・継続を含めて毎年度 15件以上）の審査・評価を実施する。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[1]について、khirin を活用して地域資料研究に資するデータを中心に計５件を公開した。
特に奥州市では、自治体、民間企業、歴博が連携し、より迅速に地域資料の調査・研究、データ化、
公開を行う「奥州市モデル」を確立した。本手法は喫緊の課題である地域資料の継承・研究のため
の１モデルであり、他の自治体への応用も期待できる。指標[2]については、査読付国際会議発表
を 12回行ったほか、在外の日本資料を活用した研究事例や、オーラルヒストリーと現代史の観点
から歴史学の広がりを提示する内容を含む国際シンポジウムを含め、計２回の国際シンポジウム
を開催した。いずれも予定を上回る実施となったため、優れた実績を上げていると判断した。  

計画（２）日本文学分野における基幹研究の推進（国文学研究資料館） 
日本文学分野における基幹研究の推進：日本文学及びその関連領域の資料を学術基盤として、他分野と協働し得る

課題解決型の人文学研究の創出に着手する。その実現のためのデータインフラストラクチャー構築のため、古典籍デ
ータ駆動研究センター（仮称）を設置する。 
また、学術的かつ社会的な要請を踏まえた日本文学及びその関連領域の公募型を含む共同研究を国内外の大学等研

究機関と連携しながら実施する。 

評価指標 

[4] 第４期当初に、古典籍データ駆動研究センター（仮称）を設置したうえで、研究基盤を用いた
日本文学以外の分野の研究者が参画する異分野融合共同研究を第４期中に４件以上（日本文学以
外の分野が参画する共同研究の割合を 100％）実施する。 
[5] 基幹研究、特定研究の成果による論文を第４期中に前期を上回る数（第３期実績見込件数：
114件）を公開する。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

令和４年度に古典籍データ駆動研究センターを設置し、令和 5 年度までは異分野融合共同研究
の開始に向けた準備研究を進め、令和 6 年度から本格的に異分野融合共同研究を開始し、中期計
画を実施している。指標[4]異分野融合共同研究の実施数は 4件の達成水準に対して 5件、指標[5]
基幹研究、特定研究の成果による論文公開数は 114本の達成水準に対して計 204 本とそれぞれ達
成水準を大きく上回っており、特に優れた実績を上げていると判断した。 
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計画（３）日本語・日本語教育分野における基幹研究の推進（国立国語研究所） 
学術的・社会的要請に対応した大規模な言語資源開発や言語調査を実施し、その実証的データに基づく理論的・応

用的日本語研究を国内外の研究者や大学等研究機関と連携して推進するとともに、研究所が有する研究資料・言語資
源等を活用した公募型共同研究及び異分野融合による公募型共同研究を実施する。これにより、新たな研究領域を創
出し、日本語研究及び日本語教育研究を先導する国際的学術研究拠点としての機能を強化する。 

評価指標 
[6] 国語研究所が提供する言語のデータベース（言語資源）の利用登録者数、検索クエリ数、言語
資源を活用した論文数を、第４期中に、５万人以上、1,200 万件以上、3,000 本以上とする。 
[7] 新領域「言語資源学」の創出に関わる研究シリーズを立ち上げ第４期中に４冊以上刊行する。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

令和 6 年度にコーパス２件をオンライン検索システム「中納言」にて新規に一般公開するとと
もに、コーパスの利用講習会を 4 回開催した。こうした取り組みを通して言語資源の利活用を促
した結果、令和 6年度末の「中納言」のユーザ総数は 60,006人、年間検索数 295万件以上、言語
資源を活用した論文も令和５～7 年の 3 年間で 1,903 本（指標：500 本/年）と、言語資源の利用
が延びている。特に指標[6]のうち利用登録者数は目標の 5万人を既に上回っており、また検索ク
エリ数も 3 年間で目標の 66%を達成していることから、中期計画を想定以上に実施し優れた実績
を上げていると判断した。また令和 6 年度の有償利用契約 96 件のうち企業利用（商業利用契約）
が 15件を占め、コーパスを活用した産学連携研究として 6社と共同研究を推進するなど、産業界
でもコーパスの価値が高く評価された。新領域「言語資源学」に関する研究シリーズを研究社から
無償配布のデジタル版（オープンアクセス版）と有償頒布の印刷版（商用版）で出版する計画で、
令和 6年度は先行して刊行する予定の４冊について執筆を開始しており、指標[7]の達成が見込ま
れる。  

計画（４）国際日本研究分野における基幹研究の推進（国際日本文化研究センター） 
国際日本研究の新たな課題と方法の確立に向けて、国際日本研究の卓越機関として研究のイノベーションを起こす

中心的役割を果たし続けるとともに、世界から代表的研究者を招致し、国際的学術連携の中心的役割を果たし続ける
ために、「国際日本研究」コンソーシアムのグローバルな新展開を実施する。また、日本文化研究の国際的拠点とし
て、日文研刊行の英文学術ジャーナル Japan Review を通じて国際日本研究を促進する。さらに学術的かつ社会的な
要請を踏まえた日本文化に関連する所外研究者主宰型を含む多様な共同研究を国内外の大学等研究機関と連携しな
がら実施する。 

評価指標 

[8] 第４期中に、国際日本研究の新たな課題と方法の確立に向けた研究会及びシンポジウムを前
期を上回り（第３期実施見込回数：156回）実施する。あわせて、上記の目的に沿った所内研究者
の論文を 19本/人以上、うち日文研刊行ジャーナル以外への査読付論文を 10 本/人以上公表する
（第３期実績見込数：論文 18.4 本/人、うち日文研刊行ジャーナル以外への査読付論文 5.4 本/
人）。さらに、日本文化研究の国際的拠点として国際日本研究を促進するために、前期を上回る
30.0％以上を外国語論文として公表する（第３期実績見込割合：18.3％）。 
[9] 日文研刊行の英文学術ジャーナル Japan Review について、既に登録されている Web of 
Science に加え、第４期中に新たに２件以上の世界的なオンライン学術データベースへの登録を
目指す。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[8]では、研究会・シンポジウム、外国語論文率のいずれも予定を上回り、特に研究会・シ
ンポジウムの実施件数は、予定値の約 2.8倍となり、今期合計予定値の約 1.5倍に達した。指標[9]
では、世界的に評価の高い Scopus 及び EBSCO への収録に続き、日文研刊行の学術ジャーナル
Japan Reviewを国内の主要ポータルである J-STAGEに収録した。また、「国際日本研究」コンソ
ーシアムの海外会員機関と連携した大型国際シンポジウムを 3回主催し、国内外機関の研究者(①6
ヵ国・665 名／②9ヵ国・711 名／③16 ヵ国・616 名)の参加を得た（開催地：①日本／②エジプ
ト／③韓国・日本 オンライン）。併せて、第４期の目標である海外会員機関は、所員による海外機
関への積極的な呼びかけにより、国内 23、海外 61、合計 84機関に増加し、日文研が日本研究に
おける国際的学術連携の中心となる基盤を確立した。論文数 1 人あたりの本数も 1.9 から２.7 へ
と向上してきており、研究会等実施数では計画を大幅に上回っている。REF 方式の論文数（著書
1冊を論文２本分に換算）では、3.0本/人を超えている。以上により、総合的に勘案して優れた実
績を上げていると判断した。  
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計画（５）地球環境学分野における基幹研究の推進（総合地球環境学研究所） 
人文学・社会科学・自然科学の文理融合による学際研究に加え、社会と連携・協働した超学際研究により、人と自

然の相互作用環の根源的かつ包括的理解と地球環境問題の解決に向けた実践を目指す「総合地球環境学」を先導する
ため、幅広い研究者コミュニティから研究課題をボトムアップで募る公募型の国際共同研究を実施する。 

評価指標 

[10] 第４期中の査読付論文業績における国際共著論文率を 45％以上とする。 
[11] 国際共同研究の構成員の学際性として、第４期中に実施する共同研究（実践プロジェクト：
第３期平均 80人規模）のうち、人文・社会科学および自然科学の両方の分野の共同研究者からな
る共同研究の割合を 100%とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

 令和6(2024)年度は、「プログラムープロジェクト制」のもと、フルリサーチ（FR）6件、プレ
リサーチ（PR）2件、予備研究（FS）9件、インキュベーション研究（IS）6件の合計23件の国際
共同研究（研究プロジェクト）を実施した。これらの研究プロジェクトのうち、5件は女性研究
者、8件は外国人研究者、5件は40歳未満の若手研究者がそれぞれ研究代表者を務めており、多様
な人材による研究推進が図られた結果、指標[10]国際共著論文率において、予定値を10％以上、
上回る実績を上げている。指標[10]の国際共著論文における顕著な業績としては、被引用数の多
い下記の論文が挙げられる。 
・被引用数9件（FWCI：4.48）（太字が地球研のプロジェクトリーダー）  
Jackson, R.B.| Saunois, M.| Martinez, A.| Canadell, J.G.| Yu, X.| Li, M.| Poulter, B.|  
Raymond, P.A.| Regnier, P.| Ciais, P.| Davis, S.J.| Patra, P.K. Human activities now  
fuel two-thirds of global methane emissions  
2024 Environ. Res. Lett. 19 101002  
https://iopscience.iop.org/article/10.1088/1748-9326/ad6463 
また、人文・社会科学および自然科学の両方の分野の共同研究者からなる共同研究の割合につい
て、実績値は予定値と同じく100％であり、これは達成可能な最大値である。以上のとおり、予
定を上回る実績を達成していることから、中期計画を想定以上に実施し、特に優れた実績を上げ
ていると判断した。  

計画（６）文化人類学分野における基幹研究の推進（国立民族学博物館） 
文化人類学・民族学及びその関連分野の国際的な研究拠点、研究資料の集積機関として、学術的及び社会的な要請

を踏まえた学術研究を戦略的に推進し、その卓越性を強化するため、人間文化に関連する公募型を含む多様な共同研
究を国内外の大学等研究機関と連携しながら実施する。 

評価指標 

[12] 第４期中に、基幹研究プロジェクト「フォーラム型人類文化アーカイブズの構築」のプロジ
ェクトで構築するデータベースの、本館所蔵資料のオンライン一般公開数、資料閲覧数を、前期
を上回る 38,000 件以上、116,000件以上とする。 
[13] 第４期中に、文化人類学分野における共同研究プロジェクトに関する成果論文集を 45 冊以
上、参加する共同研究者数を 2,630人以上とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

基幹研究プロジェクト「フォーラム型人類文化アーカイブズの構築」や公募型共同研究、特別研
究など、人間文化に関連する公募型を含む多様な共同研究を国内外の大学等研究機関と連携しな
がら推進し、中期計画を実施している。特に、指標[12]公開数、閲覧数、指標[13]論文集において
予定を大きく上回る実績を達成しており、中期計画を想定以上に実施し、特に優れた実績を上げ
ていると判断した。  
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中期目標（２） 
国内外の学術研究の動向や社会の変化等にも対応しつつ、新たな知のフロンティアを開拓するよう、異分野の融合

や新たな学問分野の創出に向けた研究活動を展開する。  
計画（７）異分野融合研究の推進及び新分野の創出 
国内外の大学等研究機関やアライアンス等と連携して、異分野の融合及び新分野の創出を目的とした共同研究を実

施する。特に、人間文化研究創発センターの企画調整、進捗管理、点検改善等（以下、「企画・調整」という。）のも
とで、人文学分野以外にも、情報科学、保存科学、環境学等といった多様な分野の研究者が参画する広領域連携型基
幹研究プロジェクト等を実施する。 

評価指標 

[14] 人間文化研究創発センターが実施する異分野融合共同研究プロジェクトを第４期中に４件
以上実施する（第 3期実績：人間文化研究推進センターで実施するプロジェクトとして 3件）。 
[15] 人間文化研究創発センターが実施する異分野融合共同研究プロジェクトの成果を前期を上
回る数（前期実績：図書 88冊、論文 448 本）とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[14]プロジェクトの実施数については、広領域連携型基幹研究プロジェクト３件及び共創
促進研究１件、計４件の異分野融合共同研究プロジェクトを実施している。指標[15]プロジェクト
の成果数（図書・論文）については、図書・論文とも令和６年度実績が予定を上回っている。また、
令和６年度までの実績値の合計が、図書・論文とも指標（前期実績：図書 88冊、論文 448本）の
50%を大きく上回っている。以上により、中期計画を想定以上に実施し、優れた実績を上げている
と判断した。 
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２ 共同利用・共同研究 

中期目標（３） 
実験施設、研究設備、情報インフラ・データ基盤等の研究基盤について、ユーザーのニーズを的確に把握し、かつ、

関係機関との連携・分担等を考慮した上で、高度化、利用の利便性向上、研究のＤＸへの対応等を適切に進め、共同
利用機能の充実を図る。  
計画（８）研究施設設備等の共同利用 
実験施設、研究装置等の研究施設設備等について、公募による共同研究等の実施を通じて活用を図り、共同利用機

能を充実させる。 

評価指標 [16] 共同利用に供する 23 種類の実験施設（分析機器）について、第４期中の合計稼働日数を前
期を上回る日数（前期実績 9,570日）とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[16]稼働日数については、令和６年度の実績が予定を上回っている。また、令和６年度まで
の実績値の合計は 4,948 日であり、指標（前期実績 9,570日）の 51.7%に達している。民博におい
て、逸翁美術館所蔵重要文化財「紙本著色 芦引絵」の修復にともなう科学調査として、蛍光 X 線
分析装置を用いた彩色材料の成分分析に協力するなど共同利用機能を充実させている。以上によ
り、中期計画を予定どおり実施していると判断した。 

 
中期目標（４） 
文献、標本、バイオリソース等をはじめとした学術資料について、学術的価値を踏まえた適切な保存・維持管理を

行うとともに、関係機関との連携・分担を考慮しつつ、強みを持つ分野の資料、利用ニーズの高い資料等の収集・整
備を戦略的に進めるなど、共同利用機能の充実を図る。 
各分野における共同利用・共同研究体制の中核機関として、データ駆動型サイエンス・オープンサイエンスの基盤

となるデータの収集、公開・提供、利活用等への対応について、方針を明確化し、戦略的な対応を図る。  
計画（９）データ駆動型サイエンス・オープンサイエンスの基盤整備 
強みとする分野の資料・標本・データ等について、研究者コミュニティのニーズを踏まえた適切な保存・管理と戦

略的な収集・整備を進めるとともに、公募等による共同研究における活用のほか、デジタル化・オンライン化によっ
てデータ駆動型サイエンス・オープンサイエンスの基盤を整備する。 

評価指標 
[17] 学術資料を第４期中に 215,000点以上収集する。 
[18] 第４期には学術資源に関するデータベースへのアクセス件数を前期を上回る数（前期実績；
1,650万件）とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[17]学術資料の収集点数、[18]学術資源に関するデータベースへのアクセス件数について
は、両指標とも令和６年度実績が予定を上回っている。両指標とも中期計画期間の６年間で、指標
を大きく上回る実績の達成が見込まれる。各機関で意欲的に学術資料を収集するとともに、資料・
標本・データ等の共同研究及び展示等へ活用、デジタル化・オンライン化などを着実に実施してお
り、また、人間文化研究創発センターDH 推進室を中心に、機構全体で研究データのオープンアク
セス化に取り組んでいる。以上により、中期計画を想定以上に実施し、特に優れた実績を上げてい
ると判断した。 
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中期目標（５） 
博物館等における施設について、貴重な資料の収集・保存等に取り組むとともに、魅力ある企画展示等の積極的な

展開、卓越した研究活動の実施とその成果を取り入れた展示内容の充実、利用者・学習者の視点に立った展示方法の
改善等を推進し、大学の教育・研究等に貢献するなど、大学共同利用機関としての特性を活かした博物館機能の充実
を図る。 
また、視覚的あるいは聴覚的困難等のコミュニケーション課題の解決のための共同研究を実施し、多様性を踏まえ

た社会におけるコミュニケーションを強化する。  
計画（１０）博物館機能を活用した「開かれた人間文化研究を目指した社会共創コミュニケーションの構

築」の推進 
大学共同利用機関としての博物館機能をさらに充実させるために、資料・データ等を一層整備し、モノとデジタル

の融合を図るとともに、研究のプロセスや成果を共有・公開する場を多様化することにより大学等研究機関や広く社
会との知の循環を強化・促進し、社会課題や共同研究の成果の共有を通じて、国内外の様々な人々との共創による開
かれた人間文化研究を推進する。 
また、視覚的あるいは聴覚的困難等のコミュニケーション課題を解決するための共同研究を実施し、その成果に基

づき、多様性を踏まえた展示手法を開発する。 

評価指標 

[19] 「開かれた人間文化研究を目指した社会共創コミュニケーションの構築」による展示を第４
期中に 79 回以上開催する。 
[20] 本事業に基づく展示について、観覧者による展示内容の理解度や満足度等の共有状況を確認
するための制度整備および実施状況。第 4 期初年度に検討委員会（仮称）を設置してその実施方
法等を検討のうえ、第 2年度に試行・検証、第 3 年度からの本格的運用により展示改善につなげ、
第 4期中に展示に関する肯定的評価 75%以上を目指す。 
[21] 視覚的、聴覚的困難等のコミュニケーション課題を解決するための共同研究を踏まえた展示
観覧システムを５年度までに開発し、実証実験を令和６年度、改良を令和７年度、試験運用を令
和８年度、展示場への実装を令和９年度に実施する。【意欲的評価指標】 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[19]展示開催数については、予定を大きく上回る 32回を開催した。指標[20]展示内容の理
解度や満足度等の状況確認については、8 件の展示でアンケートを実施し、肯定的評価が 75%を
大きく上回った。また、企画展示アンケートなどの分析から、撮影 OKの展示に対して来館者がポ
ジティブな評価していることから、企画展示「時代を映す錦絵―浮世絵師が描いた幕末・明治―」
では、展示室内は一部の資料を除き撮影 OK とした。指標[21]展示観覧システムについては、当初
予定を前倒して令和６年 10 月から自動走行式展示観覧システム（自動運転モビリティ）を導入
し、157名の利用があった。以上により、中期計画を想定以上に実施し、特に優れた実績を上げて
いると判断した。 
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中期目標（６） 
研究者コミュニティのニーズを踏まえつつ、開かれた運営により、幅広い研究者の参画を得てプロジェクト型や公

募型の共同研究を推進するなど、各分野の中核としての共同研究機能の強化を図る。  
計画（１１）人間文化研究創発センターの設置と開かれた運営 
人間文化研究創発センターを設置し、外部の多様な研究者・有識者等を含む委員会等による開かれた体制で運営す

るとともに、その企画・調整のもとで異分野融合研究をはじめとする共同研究を戦略的に推進する。 
また、各機関が強みとする分野の研究者コミュニティのニーズを踏まえた開かれた運営体制を構築するとともに、

それぞれが有する膨大な研究資料やデータベース、実験施設（分析機器）等の学術基盤の活用等による、課題公募型・
課題設定公募型の共同研究を実施することを通じて、多様な研究者をより広く受け入れ、研究者の自主的な研究活動
を支援する。これらにより人間文化研究の中核拠点としての共同研究機能を強化する。 

評価指標 

[22] 人間文化研究創発センター運営委員会（仮称）の委員構成について、第４期を通して外部委
員 50％以上とし、その内訳として女性 40％以上、外国人（国外の研究機関に所属する研究者、国
内の外国人研究者または外国人有識者等）10％以上とする。 
[23] 基幹研究プロジェクト等が研究情報や研究成果等を共有・交換する連絡会（仮称)を６年間で
12回以上開催する。 
[24] 各機関における共同研究に関する委員会の委員構成について、第４期を通して外部委員比率
を全機関において 50％以上とするとともに、全機関平均で 53％とする。 
[25] 公募型研究全体における課題公募型研究の割合について、前期を上回る水準（令和２年度実
績：83.3%）とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[22]委員会の委員構成については、外部委員比率は予定どおりであり、女性比率、外国人比
率は継続して高い実績値となっている。指標[23]連絡会開催数については、予定どおり２回開催し
た。指標[24]各機関における共同研究に関する委員会の委員構成、指標[25]課題公募型研究の割合
については、両指標とも令和６年度実績が予定を上回っている。以上により、中期計画を想定以上
に実施し、優れた実績を上げていると判断した。  

計画（７）異分野融合研究の推進及び新分野の創出【再掲】 
国内外の大学等研究機関やアライアンス等と連携して、異分野の融合及び新分野の創出を目的とした共同研究を実

施する。特に、人間文化研究創発センターの企画調整、進捗管理、点検改善等（以下、「企画・調整」という。）のも
とで、人文学分野以外にも、情報科学、保存科学、環境学等といった多様な分野の研究者が参画する広領域連携型基
幹研究プロジェクト等を実施する。 

評価指標 

[14] 人間文化研究創発センターが実施する異分野融合共同研究プロジェクトを第４期中に４件
以上実施する（第 3期実績：人間文化研究推進センターで実施するプロジェクトとして 3件）。 
[15] 人間文化研究創発センターが実施する異分野融合共同研究プロジェクトの成果を前期を上
回る数（前期実績：図書 88冊、論文 448 本）とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[14]プロジェクトの実施数については、広領域連携型基幹研究プロジェクト３件及び共創
促進研究１件、計４件の異分野融合共同研究プロジェクトを実施している。指標[15]プロジェクト
の成果数（図書・論文）については、図書・論文とも令和６年度実績が予定を上回っている。また、
令和６年度までの実績値の合計が、図書・論文とも指標（前期実績：図書 88冊、論文 448本）の
50%を大きく上回っている。以上により、中期計画を想定以上に実施していると判断し、優れた実
績を上げていると判断した。 
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計画（１２）「コミュニケーション共生科学の創成」の推進（国立国語研究所、国立民族学博物館） 
多様な分野の外部研究者・研究機関と連携することにより、社会におけるコミュニケーション問題の解決と共生に

至る道筋を学際的に探る「コミュニケーション共生科学の創成」プロジェクトを実施し、その成果を活かして展示に
おけるコミュニケーションの多様化・ユニバーサル化にも貢献する。 

評価指標 

[26] 第４期中に調査データ２件と言語資源１件（コーパス）を公開する。 
[21] 視覚的、聴覚的困難等のコミュニケーション課題を解決するための共同研究を踏まえた展示
観覧システムを５年度までに開発し、実証実験を令和６年度、改良を令和７年度、試験運用を令
和８年度、展示場への実装を令和９年度に実施する。【意欲的評価指標】【再掲】 
[27] 第４期中に研究成果をまとめた報告書・編著書６冊を刊行する。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[26]調査データ・言語資源の公開については、古い日本手話に関する映像資料を公開した。
また、日本語母語話者の自閉スペクトラム症者を対象とする動画・心理指標得点・心拍変動データ
付き公開コーパスの構築を継続して進めており、令和７年度に国語研から公開する予定である。
指標[27]については、令和９年度までに 10 冊のブックレットシリーズ「コミュニケーションの未
来を創る」を出版することとし、令和６年度は第１巻の執筆と第２巻の企画を進めた。指標[21]に
ついては、計画を前倒して、令和６年 10月から自動走行式展示観覧システム（自動運転モビリテ
ィ）を導入した。博物館等の文化施設においては世界初の事例であり、利用者から高い評価を得て
いる。以上により、中期計画を想定以上に実施し、優れた実績を上げていると判断した。  

計画（１３）「日本関連在外資料調査研究」の推進 
（国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館、国立国語研究所） 

ヨーロッパやアジア、北アメリカなど海外の大学等研究機関との学術交流協定に基づき、学術的連携による在外日
本資料に関して調査・研究を推進し、海外における日本文化研究者養成や展示支援を通じて、海外における日本文化
に関する研究を進展させる。その成果を、国際シンポジウムや報告書、展示等として公開することによって、国際的
に学術貢献と学術連携ネットワークの強化を行う。 

評価指標 

[28] 人間文化研究創発センターで実施する「日本関連在外資料調査研究」プロジェクトの成果に
ついて前期を上回る数（前期実績：図書 28 冊、論文 236本）とする。 
[29] 人間文化研究創発センターが実施する「日本関連在外資料調査研究」プロジェクトに関する
学術交流協定について、継続分に加えて第４期中に新たに６件以上締結する。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

 指標[28]プロジェクトの成果数（図書・論文）については、図書・論文とも予定を上回る実績と
なっている。論文については指標（前期実績：論文 236 本）の達成は困難な状況であるが、図書
については指標（前期実績：図書 28冊）の達成が見込まれる。指標[29]学術交流協定数について
は、新たにマニアル宮殿博物館振興会（エジプト）と協定を締結した。また、「日本関連在外資料
調査研究」プロジェクトでは、シーボルト研究における基本文献となりうる『シーボルト来日 200 
周年論文集』のバイリンガル（日本語と英語）での出版や、従来から存在は知られるものの本格的
な調査が行われてこなかったペリー・コレクションについて、自然史博物館およびホワイトハウ
ス所蔵の個々の資料を日米に残る史料の記載と照合するなど、特色ある取組を実施している。以
上により、中期計画を予定どおり実施していると判断した。  

計画（１４）「グローバル地域研究」の推進（国立民族学博物館） 
グローバル秩序の変容のメカニズムを特定地域の総合的研究を超えた視点から学際的に明らかにすることで、地球

的規模で起こっている今日的な課題への新たな展望を提言するために、未統合だった多様な分野の大学等研究機関と
超地域的研究推進ネットワークを創出しつつ世界的な研究者や現地研究者の参画を通じて、グローバル地域研究を実
施する。 

評価指標 

[30] 第４期中に拠点間研究会を 180回（毎年度 30 回）以上、総括班が実施する総合シンポジウ
ムを３回開催するとともに、それらの成果を踏まえた総括本として論文集や編著書を英語（国際
発信力のある欧米語も含む）あるいは研究対象地域の現地語で５冊以上出版する。 
[31] 第４期中のグローバル地域研究プロジェクトへの参加国数を前期を上回る数（前期実績：各
年度平均 16.6国（地域）×６年＝100 国（地域））とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[30]拠点間研究会については、令和６年度は 29 回開催し、概ね予定どおりの開催数となっ
ている。総合シンポジウムについては、予定を前倒して、令和６年度に１回開催した。指標[31]参
加国数については、令和６年度の実績が予定を大きく上回っている。指標[30]拠点間研究会につい
ては、研究の進捗に伴い年々開催回数が増加しており、今後増加することが見込まれる。指標[31]
参加国数については、令和６年度までの実績値の合計が 65国（地域）となっており、研究推進ネ
ットワークの構築が想定以上に実施されている。さらに、16拠点と総括班に創発センター研究員
を配置し研究若手人材の育成を図っており、また、各拠点において多数の成果発信が行われてい
る。以上により、中期計画を想定以上に実施し、優れた実績を上げていると判断した。  
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計画（１５）「歴史文化資料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業」の推進 (国立歴史民俗博物館) 
中核拠点のひとつとして、全国の大学、博物館、自治体等のほか、各地に設立された歴史文化資料関係のネットワ

ーク等と連携して、各地の研究者や地域住民等とともに、地域歴史文化に関する課題の抽出と研究の推進、資料の保
全と活用、データの連携と基盤整備等に取り組み、地域歴史文化の継承と創成を促進する。併せて、地域歴史文化や
その資料研究を担う人材を育成するとともに、国内外に研究成果を発信・共有する。 

評価指標 

[32] 歴史文化資料保全のネットワークの活動に基づく研究会・シンポジウムを第４期中に 24 回
実施する。 
[33] 地域社会の歴史文化を担う人材育成にかかわるワークショップを第４期中に 30 回実施す
る。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[32]研究会・シンポジウム実施数については、「第 11 回全国史料ネット研究交流集会」な
ど 4 回開催した。指標[33]ワークショップ実施数については、「山形文化遺産防災ネットワーク研
修会」など、予定を大きく上回る 16 回開催した。さらに、兵庫県文化遺産防災研究会の開催、愛
知県文化財室・岩手県文化財課への文化遺産防災マップの作成や活用に関するノウハウの提供な
ど、地域歴史文化やその資料研究を担う人材の育成に資する取組を行った。以上により、中期計画
を想定以上に実施し、優れた実績を上げていると判断した。 

 

中期目標（７） 
各分野における研究者コミュニティの中核として、新たな課題に対応するための研究者グループの組織化等を支

援・促進するとともに、組織的連携の拡充、クロスアポイントメントによる人的交流の拡大など、大学等との組織間
ネットワークの強化を図る。また、競争力の高い海外の研究機関等との連携構築を戦略的に推進し、これら機関との
研究者交流等を促進する。 
異分野融合の促進等をも視野に入れ、大学の共同利用・共同研究拠点との連携による共同利用・共同研究機能のネ

ットワーク化を推進する。  
計画（１６）ネットワーク型基幹研究プロジェクトの実施（国立歴史民俗博物館、国立民族学博物館） 
研究者グループの組織化と、組織間ネットワークの強化を図るため、人間文化研究創発センターの企画・調整のも

とで、機関間の連携に基づくネットワーク型基幹研究プロジェクトである歴史文化資料保全の大学・共同利用機関ネ
ットワーク事業及びグローバル地域研究を実施する。 

評価指標 

[31] 第４期中のグローバル地域研究プロジェクトへの参加国数を前期を上回る数（前期実績：各
年度平均 16.6国（地域）×６年＝100 国（地域））とする。【再掲】 
[32] 歴史文化資料保全のネットワークの活動に基づく研究会・シンポジウムを第４期中に 24 回
実施する。【再掲】 
[33] 地域社会の歴史文化を担う人材育成にかかわるワークショップを第４期中に 30 回実施す
る。【再掲】 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[31] [33]については予定を上回る実績となっており、指標[32]については予定どおりの実
施となっている。歴史文化資料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業では、全国の資料ネッ
トとの連携強化に向けた「全国史料ネット研究交流集会」を毎年度開催しており、また、グローバ
ル地域研究では参加国数が 65国（地域）に達するなど、着実に研究者グループの組織化と組織間
ネットワークの強化が図られている。以上により、中期計画を想定以上に実施し、優れた実績を上
げていると判断した。  
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計画（１７）研究ネットワークの構築・強化 
人間文化研究創発センターを設置して、海外の卓越した研究機関等との包括協定等に基づき国際的ネットワークを

構築することで機関間交流と研究者交流を進めるとともに卓越した研究者や若手研究者の受け入れ等により海外と
の連携を強化し、これらにより先導的国際共同研究を企画立案する。また、人間文化研究の各分野における国内外の
中核的な研究機関等との学術交流協定の締結や共同研究等の実施により、研究ネットワークを構築・強化する。 

評価指標 
[34] 国内機関との学術交流協定数を前期を上回る数（前期実績：134件）とする。 
[35] 海外機関との学術交流協定数を前期を上回る数（前期実績：188件）とする。 
[36] 外国人共同研究員数を前期を上回る数（前期実績：のべ 3,720名）とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[34]国内機関との学術交流協定数、[35]海外機関との学術交流協定数、[36]外国人共同研究
員数については、全て令和６年度実績が予定を上回っている。指標[34]国内機関との学術交流協定
数については、令和６年度までの実績値の合計が 152 件となっており、指標（前期実績：134件）
に達している。指標[34]海外機関との学術交流協定数については、令和６年度までの実績値の合計
が 165 件となっている。令和７～９年度に、令和５～６年度と同程度の実績を上げることができ
れば、指標（前期実績：188件）を達する見込みである。指標[36]外国人共同研究員数については、
令和６年度までの実績値の合計が 2,041名となっており、指標（前期実績：のべ 3,720名）の 54.9％
に達している。以上により、中期計画を予定どおり実施していると判断した。 

 
計画（１３）「日本関連在外資料調査研究」の推進 

（国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館、国立国語研究所）【再掲】 
ヨーロッパやアジア、北アメリカなど海外の大学等研究機関との学術交流協定に基づき、学術的連携による在外日

本資料に関して調査・研究を推進し、海外における日本文化研究者養成や展示支援を通じて、海外における日本文化
に関する研究を進展させる。その成果を、国際シンポジウムや報告書、展示等として公開することによって、国際的
に学術貢献と学術連携ネットワークの強化を行う。 

評価指標 

[28] 人間文化研究創発センターで実施する「日本関連在外資料調査研究」プロジェクトの成果に
ついて前期を上回る数（前期実績：図書 28 冊、論文 236本）とする。 
[29] 人間文化研究創発センターが実施する「日本関連在外資料調査研究」プロジェクトに関する
学術交流協定について、継続分に加えて第４期中に新たに６件以上締結する。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[28]プロジェクトの成果数（図書・論文）については、図書・論文とも予定を上回る実績と
なっている。論文については指標（前期実績：論文 236 本）の達成は困難な状況であるが、図書
については指標（前期実績：図書 28冊）の達成が見込まれる。指標[29]学術交流協定数について
は、新たにマニアル宮殿博物館振興会（エジプト）と協定を締結した。また、「日本関連在外資料
調査研究」プロジェクトでは、シーボルト研究における基本文献となりうる『シーボルト来日 200 
周年論文集』のバイリンガル（日本語と英語）での出版や、従来から存在は知られるものの本格的
な調査が行われてこなかったペリー・コレクションについて、自然史博物館およびホワイトハウ
ス所蔵の個々の資料を日米に残る史料の記載と照合するなど、特色ある取組を実施している。以
上により、中期計画を予定どおり実施していると判断した。 
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３ 教育・人材育成 

中期目標（８） 
総合研究大学院大学との緊密な連係・協力による大学院教育について、大学共同利用機関が有する優れた研究環境

を活用し、他大学の大学院教育との差別化、個々の学生のニーズへのきめ細かな対応等により、その強みを伸ばし、
優秀な学生の獲得につなげる。連携大学院制度、特別共同利用研究員制度等による大学院教育への協力について、受
入れ学生に対し、先端的・国際的な共同研究への参加機会を積極的に提供するなど、各大学共同利用機関の特色を活
かした教育の充実を図る。  
計画（１８）大学教育への貢献 
研究環境や研究資源の特色を活かし、広い視野と高度な専門性を備えた人間文化研究を担う優れた人材を育成する

ために、総合研究大学院大学の博士課程教育に協力するとともに、国内外の大学院生を受け入れて各大学における大
学院教育に貢献する。また、博物館機能や研究資源等を活用し、大学教育にも貢献する。 

評価指標 

[37] 総研大大学院学生の獲得のための大学院説明会の開催数を前期を上回る数（前期実績：25回）
とする。 
[38] 総研大大学院学生の共同研究への参加人数を前期を上回る数（前期実績：のべ 117 名）とす
る。 
[39] 特別共同利用研究員受入数を前期を上回る数（前期実績：135名）とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[37]大学院説明会の開催数、[38]総研大大学院学生の共同研究への参加人数、[39]特別共同
利用研究員受入数については、全て令和６年度実績が予定を上回っている。指標[37]については、
令和６年度までの実績値の合計で指標を達成している。[38]については、指標の約 65％の進捗と
なっており、いずれも指標を大きく上回ることが見込まれる。また、指標[39]についても、令和６
年度までの実績値の合計が指標の 50％以上となっており、指標を大きく上回ることが見込まれる。
以上により、中期計画を想定以上に実施し、特に優れた実績を上げていると判断した。 

 

中期目標（９） 
ポストドクター等の若手研究人材について、その育成方針を明確化し、多様な経験機会を付与しつつ実践的な研究

指導を行うなど、大学共同利用機関の研究環境を活かした人材育成の充実を図る。また、これら人材の研究者として
のキャリアパス形成を支援する。  
計画（１９）若手研究者育成（人間文化研究創発センター） 
人間文化研究創発センターにおいて、戦略的なプロジェクト形成・運営を行う特任研究員及び人間文化研究の社会

共創を促進のために社会との仲介者の役割を果たす人文知コミュニケーターとして若手人材を採用し、同センターが
運営する研究プロジェクト等に配置することで実践的な育成を図るとともに、キャリアパスを支援する。また、国際
的に活躍する人材を育成するために研究プロジェクト等に関係する若手研究者を対象とする海外派遣プログラムを
実施する。 

評価指標 

[40] センター研究員の雇用数を前期を上回る数（前期実績：65名）とする。 
[41] 人文知コミュニケーターの雇用数を前期を上回る数（前期実績：８人）とする。 
[42]センター研究員の大学・研究所・博物館等への就職数を前期を上回る数（前期実績：34名）
とする。 
[43]人文知コミュニケーターの大学・研究所・博物館等への就職数を前期を上回る数（前期実績：
２名）とする。 
[44] 海外派遣プログラム参加者数を第４期中に 36 名以上とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[40] [41]については、８人のセンター研究員と１人の人文知コミュニケーターを採用した。
指標[42] [43]については、７人のセンター研究員と１人の人文知コミュニケーターが大学・研究
機関等に就職した。人文知コミュニケーターについては、筑波大学・国立科学博物館との連携講
座、ワークショップの開催、開かれた人間文化研究を目指した社会共創コミュニケーションの構
築事業への参画など、人文知コミュニケーターの業務、機関内の社会連携・広報事業への参画、個
人研究を３つ柱として、各自が自身の専門分野の知見を活かしつつ幅広く活動している。指標[44]
については、予定を大きく上回る 13 人を派遣した。以上により、中期計画を予定どおり実施して
いると判断した。  
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計画（２０）若手研究者の育成（全機関） 
テニュアトラック制度等を活用して優秀な若手研究者を雇用するとともに、各種共同研究プロジェクト・シンポジ

ウム等への多様な若手研究者の参加を積極的に促進するなど、キャリアパスの支援や若手研究者の育成を行う。 

評価指標 
[45] テニュアトラック制教員の適用者数を前期を上回る数（前期実績：のべ 21名）とする。 
[46] 若手研究者の研究プロジェクト参加者数を前期を上回る数（前期実績：のべ 3,582名）とす
る。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[45]テニュアトラック制度、[46]若手研究者の研究プロジェクト参加者数については、両指
標とも令和６年度実績が予定を上回っている。両指標とも中期計画期間の６年間で、指標を大き
く上回る実績の達成が見込まれる。以上により、中期計画を想定以上に実施し、特に優れた実績を
上げていると判断した。 
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４ 社会との共創 

中期目標（１０） 
地域の多様なステークホルダーと連携し、地域の課題解決に資する研究開発等の取組を推進する。全国の地方大学

や地方の研究者等に対し共同利用・共同研究の機会を積極的に提供し、これら大学・研究者等を通じた地方創生への
取組に貢献する。また、人間文化研究の成果を社会に提供することを通じて地方創生に貢献する。  
計画（１５）「歴史文化資料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業」の推進 

（国立歴史民俗博物館）【再掲】 
中核拠点のひとつとして、全国の大学、博物館、自治体等のほか、各地に設立された歴史文化資料関係のネットワ

ーク等と連携して、各地の研究者や地域住民等とともに、地域歴史文化に関する課題の抽出と研究の推進、資料の保
全と活用、データの連携と基盤整備等に取り組み、地域歴史文化の継承と創成を促進する。併せて、地域歴史文化や
その資料研究を担う人材を育成するとともに、国内外に研究成果を発信・共有する。 

評価指標 

[32] 歴史文化資料保全のネットワークの活動に基づく研究会・シンポジウムを第４期中に 24 回
実施する。 
[33] 地域社会の歴史文化を担う人材育成にかかわるワークショップを第４期中に 30 回実施す
る。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[32]研究会・シンポジウム実施数については、「第 11 回全国史料ネット研究交流集会」な
ど 4回開催した。指標[33]ワークショップ実施数については、「山形文化遺産防災ネットワーク研
修会」など、予定を大きく上回る 16 回開催した。さらに、兵庫県文化遺産防災研究会の開催、愛
知県文化財室・岩手県文化財課への文化遺産防災マップの作成や活用に関するノウハウの提供な
ど、地域歴史文化やその資料研究を担う人材の育成に資する取組を行った。以上により、中期計画
を想定以上に実施し、優れた実績を上げていると判断した。  

計画（２１）地域連携・社会との共創 
自治体、産業界、教育界の組織・機関・団体等や、多様な属性・ニーズをもつ人々など、地域の多様なステークホ

ルダーと連携し、地域における文化や環境等に関する人間文化の諸課題の解決に資する研究開発等に取り組むととも
に、研究の成果や資源を活用して地方創生に貢献する。また、広く社会人を対象とした講演会・セミナー・研修等や、
学習プログラム・教材の開発等に取り組む。 

評価指標 [47] 地域社会対象の講演会・フォーラム等を第４期中に 1,500 回以上開催する。 
 

進捗状況に係る
自己評価 

令和６年度は、地域社会対象の講演会・フォーラム等を 286 回開催した。第５回人文知応援大
会では、人工知能をいかにして人間にとって安全で信頼できるものとするかといった課題につい
て取り上げ、194 名の参加を得た。また、国立歴史民俗博物館が事務局を務める「全国歴史民俗系
博物館協議会」の呼びかけにより、能登半島地震に係る被災文化財等救済事業に協議会の加盟館
が参加したこと、国際日本文化研究センターが京都市教育委員会との協定に基づく、小中高等学
校の教員に向けて「京都の歴史」をテーマにした学習に関するワークショップを実施したことな
どによって、地方創成に寄与した。以上により、中期計画を予定どおり実施していると判断した。 
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Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

中期目標（１１） 
内部統制機能を実質化させるための措置や外部の知見を法人経営に生かすための仕組みの構築、機構内外の専門的

知見を有する者の法人経営への参画の推進等により、機構長のリーダーシップのもとで、強靭なガバナンス体制を構
築する。 

 
計画（２２）法人全体のガバナンス体制の強化 
機構長のリーダーシップのもと、法人の重要施策を策定するために経営協議会外部委員等で構成する機構長戦略室

（仮称）の設置や専門的知識を有する機構外理事を登用し、機構外部の知見を法人経営に適切に反映することにより、
法人全体のガバナンス体制を強化する。 

評価指標 
[48] ①機構長戦略室（仮称）で策定した施策、方針の内容、②経営協議会の外部委員等の意見を
法人運営に反映した実績を第４期中に 12回以上ウェブサイト等で公開する。 
[49] 機構外理事の登用に際しては、前期を上回る割合（前期実績：40％）とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[48]機構長戦略室については、令和６年度に機構長戦略室ミーティングを 10回開催し、そ
の状況を「機構長戦略室だより」として３件ウェブサイトに公開し、公開数は５件となった。機構
長戦略室の設置が令和５年４月であったが、２年間で目標値 12 件の約半数まで進捗した。また、
経営協議会については、経営協議会における外部委員からの意見について、機構長戦略室などを
中心に、機構の運営の改善に反映をさせた。指標[49]については、理事全員について機構外からの
登用を続けており、予定を大きく上回っている。以上により、中期計画を想定以上に実施し、優れ
た実績を上げていると判断した。 

 

中期目標（１２） 
大学共同利用機関の運営について、研究者コミュニティの意見を効果的に取り入れるとともに、その運営状況につ

いて積極的な情報発信を行うなど、開かれた運営の推進を図る。 
 
計画（２３）大学共同利用機関の開かれた運営の推進 
大学共同利用機関の開かれた運営の推進を図るため、各機関の運営会議及び教育研究評議会の機構外委員の意見を

効果的に取り入れるとともに、運営状況について積極的に情報発信する。 

評価指標 

[50] 各機関の運営会議及び教育研究評議会の機構外委員等の意見を反映した実績を第４期中に
６回以上ウェブサイト等で公開する。 
[51] 機関の運営についての情報を第４期中に６回以上機関のウェブサイト等で公開する。運営会
議の議事要旨については、同会議での承認後に、速やかに公開する。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

 指標[50]については、各機関の運営会議及び教育研究評議会の意見を反映した実績8件を公開
した。これらは、機構本部のウェブサイトにおいて、運営会議・教育研究評議会、本部・機関の
別が分かるよう表示方法を整理し、分かりやすいように情報発信した。また、指標[51]について
は、各機関の運営会議の議事要旨を29回公開した。両指標とも、予定を大きく上回る実績となっ
ているため、中期計画を想定以上に実施し、特に優れた実績を上げていると判断した。 

 

中期目標（１３） 
大学共同利用機関等の機能を最大限発揮するための基盤となる施設及び設備について、保有資産を最大限活用する

とともに、法人全体のマネジメントによるスペース配分や設備の整備・共用等を戦略的に進めるなど、効率的な整備・
運用の推進を図る。  
計画（２４）施設整備等の実施 
地域・社会・国際的貢献を目指し、研究教育環境の機能強化と改善、長寿命化を目的とした施設整備、既存施設を

安全で快適に利用するための修繕や予防保全を効率的かつ効果的に実施する。 

評価指標 
[52] インフラ長寿命化計画（個別施設計画）に基づく施設長寿命化、機能強化等整備や修繕等の
実績と、既存施設の経年による老朽化進捗状況等を踏まえ、同計画の見直しを第４期中に６回以
上実施する。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

令和６年度は、実施した整備や修繕の状況を踏まえ、「インフラ長寿命化計画（個別施設計画）」
の見直しを１回実施した。本機構は、老朽施設を多数保有しており、建設後２０年以上経過した改
修時期を迎えている施設は、全保有面積の約６７％を占めていることから、今後も計画的に施設
の長寿命化に取り組む必要がある。以上により、中期計画を予定どおり実施していると判断した。 
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計画（２５）保有施設の有効活用、省エネルギー対策等 
保有施設の有効活用を目的としたスペースの再配分や省エネルギー対策等を施設マネジメント方針に沿って実施

する。 

評価指標 

[53] 貸出しスペースを含む既存施設の有効活用のための配分見直し及び利用率向上に向けた取
組を第４期中に６回以上実施する。 
[54] 保有施設の運用状況や老朽化状況等を踏まえつつ、高効率の空調機器等導入や効率的な運用
等の省エネルギー対策を行い、省エネ法に基づくエネルギー消費原単位の５年度間平均エネルギ
ー消費原単位削減量を年１％以上とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[53]については、令和６年度は施設の使用状況調査を踏まえたスペースの再配分を行った。
また、外部貸出を踏まえた施設の有効活用を促すため、「施設マネジメントに関する指針」の改定
を行うなど２つの取り組みを行った。指標[54]については、高効率な空調機器への更新、照明設備
の LED 化及び既存設備の運用方法を見直したことなどにより、エネルギー消費原単位は前年度比
で 1.4％の削減となった。以上により、中期計画を想定以上に実施し、優れた実績を上げていると
判断した。 

 

Ⅲ 財務内容の改善に関する事項 

中期目標（１４） 
公的資金のほか、寄附金や産業界からの資金等の受入れを進めるとともに、適切なリスク管理のもとでの効率的な

資産運用や、保有資産の積極的な活用、研究成果の活用促進のための出資等を通じて、財源の多元化を進め、安定的
な財務基盤の確立を目指す。併せて、目指す機能強化の方向性を見据え、その機能を最大限発揮するため、法人内及
び機関内の資源配分の最適化を進める。 

 
計画（２６）財源の多元化 
安定的な財政基盤の確立に資するため、機構長のリーダーシップのもと役員会等において各機関の収入等の状況を

把握し、新たな共同研究、受託研究等の受入れを増加させるための方策の検討を行う。また、寄附金の受入促進のた
めの取組についても、役員会等を通じて毎年度検討を実施することで、継続的な収入の確保に努める。 

評価指標 

[55] 共同研究、受託研究及び受託事業の受入資金の件数について前期を 10％上回る件数（前期
実績：176件）とするとともに、その受入額について前期を 10％上回る額（前期実績：743百万
円）とする。 
[56] 寄附金のウェブサイト及びリーフレットを第４期中に６回（毎年度 1 回）以上更新するとと
もに、ウェブサイト閲覧数について６年間で 5,890 回以上とする。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[55]共同研究、受託研究及び受託事業の受入件数・受入額については、令和５年度まで、受
入件数は概ね予定どおりであったが、受入額は予定を大幅に下回っていた。令和６年度から国語
研及び本部においてそれぞれ大型の受託事業を受け入れており、受入額が大幅に増加した。受入
件数は計画どおりとなった。指標[56]更新数・閲覧数については、令和６年度の閲覧数の実績が予
定を大きく上回っている。指標[55]共同研究、受託研究及び受託事業の受入件数・受入額について
は、令和６年度までの実績額の合計が 494.6 百万円となっており、指標（前期実績の 10%増：818 
百万円）の 60.5％に達している。指標[56]更新数・閲覧数については、令和６年度までの閲覧数の
実績値の合計が 5,139回となっており、指標（６年間で 5,890回）の 87.2%に達しており、確実な
達成が見込まれる。また、財源の多元化については、機構会議において各機関における科研費を含
む外部資金の受入実績の共有や意見交換を行っている。以上により、中期計画を想定以上に実施
し、優れた実績を上げていると判断した。 
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計画（２７）機構内の資源配分の最適化 
常に変化する社会環境や国内外の情勢を踏まえ、予算を柔軟かつ機動的に活用して各局面の課題に対応していく。

人間文化研究を基軸とする機構の強み・特色を生かした自律的・戦略的な経営を進め、機構長のリーダーシップによ
る重点分野の推進、機関間の有機的な連携、国内外の人間文化研究に資するよう、重点的かつ効果的な予算配分を実
施する。配分にあたっては、対象とする予算を確保し、機構として進めるべき指標を設定し、各機関の成果に応じた
配分を行うことにより、機構内の資源配分の最適化を進める。 

評価指標 
[57] 指標を用いた予算の配分について、機構長裁量経費の 10％以上の額を確保し、機構の重点
課題を踏まえた指標を設定し、各機関の成果に応じた配分を行う。 
[58] 機構長裁量経費の活用成果をウェブサイト等によって第４期中に 12回、外部に公表する。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

［57］令和６年度は、デジタル・ヒューマニティーズ（DH）の機関間連携、基盤整備、活用等
に資する取組を、機構として特に推進すべき「重点課題」と位置付けた。機構長裁量経費による支
援を要望する各機関の取組のうち「重点課題」に該当する各取組には、DH の推進等に関連する指
標（達成目標）を設定し、その内容、意義等に基づいて裁量経費の加重配分を実施した。さらに令
和６年度中、次年度機構長裁量経費の執行方針・執行計画について検討し、令和７年度は同経費の
うち約 10％に相当する額を確保して、令和６年度「重点課題」に設定した各指標（達成目標）の
成果に対する審査を実施し、その結果に応じた配分を行うことを決定した。（令和 7年 2月策定、
令和 7年度機構長裁量経費執行方針・執行計画）［58］機構長裁量経費の活用成果については、令
和６年度中に 1回、『人文機構の財務レポート』を通じ機構ウェブサイト上で公開した。以上によ
り、中期計画を予定どおり実施していると判断した。  

 

Ⅳ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況について自ら行う点検及び評価並びに当該状況に係る情報の提
供に関する事項 

中期目標（１５） 
外部の意見を取り入れつつ、客観的なデータに基づいて、自己点検等の活動に取り組み、自らの強み・特色と課題

等を可視化するとともに、それを用いたエビデンスベースの法人経営を実現する。併せて、経営方針や計画、その進
捗状況等に留まらず、研究教育の成果と社会発展への貢献等を含めて、ステークホルダーに積極的に情報発信を行う
とともに、双方向の対話等を通じて法人経営に対する理解・支持を獲得する。 

 
計画（２８）自己点検及び外部評価の実施 
中期目標・中期計画の進捗状況を、機構内職員のみで構成する委員会において、毎年度点検するとともに、その結

果を機構外の有識者等で構成する委員会において、毎年度評価する。これらの自己点検等で明らかになった機構の強
み・特色等について重要会議で検証し、その結果を外部へ公開する。 

評価指標 

[59] 機構 IR 等を活用した自己点検及び機構外有識者による外部評価を第４期中に６回以上実施
する。 
[60] 自己点検等で明らかになった機構の強み・特色等を役員会等において毎年度検証し、その結
果についてウェブサイト等で第４期中に６回以上外部に公表する。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[59]、[60]については、新たに構築した IR データベースを活用して中期目標・計画の進捗
状況の自己点検を行い、外部評価委員会において自己点検の結果等を報告し助言を受けるととも
に、その結果を機構ホームページで公表した。また、第５期中期目標・計画の策定に向けて、機構
の役割や創発センターの事業内容等について検討を開始するとともに、それらについて外部評価
委員会から助言を受けた。以上により、中期計画を想定以上に実施し、優れた実績を上げていると
判断した。 
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計画（２９）広報戦略に基づく情報発信 
機構の広報戦略に基づき、ウェブマガジンの発行、ソーシャルメディアによる情報発信、報道機関向けの情報発信

など、多様な機会・メディアを通じて機構の活動全般を発信する。 

評価指標 
[61] 英語ウェブマガジンを第４期中に 72 号発行する。 
[62] 人文機構シンポジウム等を第４期中に 12回実施する。 
[63] メディア関係者を対象としたプレスリリースを第４期中に 24回実施する。 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[61]については、機構の広報戦略に基づき、ウェブマガジンを 7回発行した他、ソーシャル
メディアによる情報発信、報道機関向けの情報発信を行い、多様なメディアを通じて機構の活動
を発信した。指標[62]については、人文機構シンポジウム等を、予定値を上回る３回開催した。指
標[63]については、Brill 社との協力合意締結、「人文知応援大会」に関するプレスリリース等 9回
のプレスリリースを行った。なお、令和６年度の機構ウェブサイトリニューアルに際し、各機関が
発出したプレスリリースを機構のウェブサイト上で一覧できるページを作成し、年度ごと・機関
ごとにもみられるようになった。以上により、中期計画を想定以上に実施し、優れた実績を上げて
いると判断した。 

 

Ⅴ その他業務運営に関する重要事項 

中期目標（１６） 
多様なデジタル技術の適切な活用や、マイナンバーカードの活用等により、業務全般の継続性の確保と併せて、機

能を高度化するとともに、事務システムの効率化や情報セキュリティ確保の観点を含め、必要な業務運営体制を整備
し、デジタル化を推進する 

 
計画（３０）業務のデジタル化の推進 
業務のデジタル化を推進するため、機能の高度化を図るとともに必要な業務運営体制を整備する。 

評価指標 

[64] 各種情報システムの機能拡張及び新規導入に向けた、以下の点についての対応状況 
・決裁等について（電子）システム上で行う手続きを拡充すること 
・各種手続きの電子化に伴う規程の見直し等を適切に行うこと 
[65] 情報システム等の導入や業務運営体制の検証による、以下の点についての改善状況 
・テレワーク実施率の向上 
・書類保管スペースの減少 
・超勤時間の削減 

 

進捗状況に係る
自己評価 

指標[64]については、電子決裁システムの導入について、ベンダー２社からデモンストレーショ
ンを受けて、意見交換等を実施した。指標［65］につながるシステム設計にするために、引き続
き、同社との意見交換を実施中である。以上により、中期計画を予定どおり実施していると判断し
た。 
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６．外部評価委員会による所見 

第４期中期計画に係る自己点検の結果について、令和 7 年 7 月 9 日に開催した令和 7 年度第 1 回人間
文化研究機構外部評価委員会において報告を行い、助言を求めました。同会議の開催概要及び、外部評価
委員会委員からいただいたご意見の概要は、以下のとおりです。 
ご対応いただいた外部評価委員会委員の方々に心から御礼申し上げますとともに、引き続き、第４期中

期目標・中期計画の達成に向けて、取り組んでまいりたいと存じます。 

（１）開催日時 令和 7年 7月 9日（水）13:30～15:30 
（２）開催場所 人間文化研究機構本部会議室（オンライン併用） 
（３）人間文化研究機構外部評価委員会 委員名簿  （五十音順、◎：委員長） 

氏 名 所属機関名・職名 出欠 
伊 井 春 樹 大阪大学名誉教授 出席 
合 田    真 日本植物燃料株式会社代表取締役 出席 
辻     篤 子 科学ジャーナリスト 出席 
樋 口 知 之 中央大学理工学部教授 出席 
日比谷 潤子 国際基督教大学名誉教授 欠席 

◎ 吉澤 誠一郎 東京大学大学院人文社会系研究科教授 出席 

（４）主なご意見 ※発言の要約、趣旨の近いご意見のとりまとめ等を行っております。  

○自己点検・評価の方法・体制に関する主なご意見 
・第４期中期目標期間の半分が経過し、毎年度の自己点検・評価を経て、人文機構の取り組みや成果の方向
性がおよそ明らかになったといえる。一部の計画にとっては６年間の中期目標期間は長く、予期せぬ事情等
に応じた軌道修正が必要となっているものも見受けられるが、中期計画はその性質上、臨機応変に変更でき
るものではない。そのため、特に複数の機関が参画する計画については、本部が機関の間に立って、評価さ
れる立場の研究者の声をくみ取り、柔軟に調整していくことが求められる。 
・論文数について前期を上回ることを評価指標として設定している計画があるが、当然ながら論文は数より
も質が重要である。単に数を競うのではなく、多くの人が面白い、興味深いと思うように定性的な成果をわ
かりやすく発信し続けていくことこそが、人文機構を支える国民の期待に応えることである。 
・重ねての指摘になるが、人文系の研究機関としての特質を踏まえた評価のありようを探っていくことが望
まれる。 

○個別の計画に関係する主なご意見 
・人文系においては、多くの大学において研究教育活動が衰退し、また、任期付きの若手研究者が増加して
いるような状況であり、創発センターの若手研究者の育成にかかる取組みは重要である。中期計画の評価指
標として掲げている就職数については、単に実績の数値だけではなく、具体的な内容を広報するなどして、
人文機構が先導して研究者のキャリアパスを示していくべきである。 

○当機構の業務全般に関する主なご意見 
・理系の研究は、研究内容が国民にとって理解しにくいものが多いので、研究者はそれを理解してほしいと
いう動機から、成果を国民に対して分かりやすく説明することを心がけている。そのため、研究成果のアピ
ールが上手な研究者も増えている。人文系の研究は理系と比べて、国民にとっては身近で理解を得やすい反
面、研究成果のアピールに消極的な傾向がある。機構においても、より分かりやすく魅力的に研究成果を発
信していくことが望まれる。 
・機構は多様かつ膨大な研究資源を有しているため、テキストや画像、音声といった複数の異なる種類のデ
ータを組み合わせたマルチモーダルＡＩのような技術を活用することで、新たな研究の可能性が広げられ
るのではないか。 

以上 


